
教材紹介                     教科・領域（ 保健体育 ） 

教材名 

囲碁ボール 

備考 

日本囲碁ボール普及会 

教材の写真 

 

対象 

(学習グループ例) 

・全対象 

目的 

ねらい 

・１対１や２対２など、個人やチームで対戦ができ、得点を競い合うこと

ができる。 

・簡単なルールで、気軽に皆で楽しめる。 

使用方法 

使 用 上 の 留 意 点 

・専用の囲碁ボールマットを使い、穴をねらってスティックでボールを打

ち、穴に入ったボールの数で得点をつける。 

・得点は、「ライン得点」と「ポイント得点」があり、ポイント得点よりラ

イン得点の多いほうが勝ちとなる。ライン得点は縦・横・斜めに３つ以上、

５つ以下でボールが並ぶと「連」となり、連の多いチームが勝ちとなる。 

・ルールは、得点の付け方を変更したり、打つ距離を長くしたり、障害物

を置くなど工夫してできる。 

・マットは、自動車１台分のスペースがあればできるので、教室などでも

使用することができる。 

備考 

(材料等) 

参考 HP：日本囲碁ボール普及会 

 


